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富士山　世界文化遺産へ
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16 5 月21日　交通教室 （富士第二小学校）



　富士山の世界文化遺産登録に向け、国や静岡・山梨両県、富士山周辺
市町村ではこれまでさまざまな取り組みを進めてきました。
　４月にユネスコ世界遺産委員会の諮問機関であるイコモスは、『富士山
は世界文化遺産への登録が適当』との勧告をしました。今月下旬に開催
される世界遺産委員会で、いよいよ富士山は世界文化遺産へ登録される
見込みです。
　そこで今回は、富士山ネットワーク会議を構成している４市１町（裾
野市、富士宮市、富士市、御殿場市、小山町）にある、富士山の文化的
価値を証明する構成資産や文化財を紹介します。

富士山 世界文化遺産へ
　　　古代から人々が畏

い

敬
けい

の念を抱き、愛し続けてきた　　　

富士山 世界文化遺産へ
　　　　　　　　～富士山の魅力を紹介～

 2広報ふじ 2013年 6月  5 日号

世界遺産委員会での審査
平成25年6月

平成25年4月

平成24年8～9月

平成24年1月

平成23年7月

平成19年1月

平成25年6月

平成25年4月

平成24年8～9月

平成24年1月

平成23年7月

平成19年1月

世界文化遺産
登録決定！

イコモスから「世界文化遺産への登録が適当」との勧告

ユネスコ諮問機関（イコモス）による現地調査

国からユネスコへの世界遺産推薦書の提出

静岡・山梨両県が「推薦書」の原案を文化庁に提出

「富士山」の世界遺産暫定リストへの登載



山
頂
の
信
仰
遺
跡
群

木こ
の

花は
な

之の

佐さ

久く

夜や

毘ひ

売め

命の
み
こ
とを
ま
つ
る
奥お

く

宮み
や

が
鎮
座

01

　

山
頂
に
は
、
富
士
山
本
宮

浅
間
大
社
奥
宮
・
同
東
北
奥

宮
（
久く

須す

志し

神
社
）
や
金
明

水
・
銀
明
水
な
ど
の
宗
教
施

設
が
あ
り
、
ま
た
、
地
形
の

中
に
は
内
院
（
火
口
）
や
安や

す

河か

原は
ら

（
賽さ

い

の
河
原
）
な
ど
の

宗
教
的
な
名
称
が
つ
け
ら
れ

た
場
所
が
あ
り
ま
す
。
峰
々

は
「
八は

ち

葉よ
う

」
や
「
八は

っ

峰ぽ
う

」
と

総
称
さ
れ
、
か
つ
て
山
頂
部

は
曼ま

ん

荼だ

羅ら

世
界
に
擬な

ぞ
ら

え
て
考

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

大
宮
・
村
山
口
登
山
道
（
現
在
の
富
士
宮
口
登
山
道
）

曼
荼
羅
図
に
も
描
か
れ
た
か
つ
て
の
登
山
道
（
富
士
宮
市
）

須
山
口
登
山
道
（
現
在
の
御
殿
場
口
登
山
道
）

富
士
山
へ
の
信
仰
を
今
に
伝
え
る
古
道（
御
殿
場
市
印い

ん

野の

）

須
走
口
登
山
道

室
町
時
代
か
ら
続
く
登
山
道
（
小
山
町
須
走
）

富
士
山
本
宮
浅
間
大
社

全
国
1
3
0
0
余
の
浅
間
神
社
の
総
本
宮（
富
士
宮
市
宮
町
）

0203

0405

　

富
士
登
山
は
、
平
安
時
代

末
期
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
14
世
紀
初
め
に
は
山

中
で
修
行
を
行
う
修し

ゅ

験げ
ん

者じ
ゃ

が

村
山
を
拠
点
と
し
て
集
ま
る

よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
中
世
に
は
、

「
絹け

ん

本ぽ
ん

著ち
ゃ
く

色し
ょ
く

富
士
曼
荼
羅
図

（
16
世
紀
作
）」
に
道ど

う

者し
ゃ

が
大

宮
・
村
山
口
か
ら
富
士
山
に

登
る
様
子
が
描
か
れ
、
修
験

者
・
先せ

ん

達だ
つ

に
導
か
れ
た
道
者

が
数
多
く
登
拝
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

須
山
浅
間
神
社
を
起
点
に
、

御
殿
場
市
印
野
・
玉
穂
地
先

を
通
り
、
富
士
山
頂
に
至
る

道
。
修
験
道
の
総
本
山
・
京

都
聖
護
院
の
道ど

う

興こ
う

准じ
ゅ

后ご
う

も
、

1
4
8
6
年
に
須
山
口
か
ら

富
士
の
麓
に
至
る
際
に
歌
を

詠よ

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
富

士
山
を
信
仰
す
る
富
士
講
が

広
ま
っ
た
江
戸
時
代
に
は
多

く
の
人
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
時
代
以
降
は
衰
退
し
ま

し
た
が
、
富
士
山
信
仰
を
今

に
伝
え
る
重
要
な
古
道
で
す
。

　

冨
士
浅
間
神
社
を
起
点
と

し
、
八
合
目
で
吉
田
口
登
山

道
と
合
流
し
て
山
頂
東
部
に

至
る
登
山
道
で
す
。
七
合
目

の
沿
道
か
ら
富
士
山
へ
の
奉

納
物
と
し
て
現
存
最
古
の
記

念
銘
を
持
つ
懸か

け

仏ぼ
と
けが
出
土
し

て
い
る
ほ
か
、
1
5
0
0
年

の『
勝か
つ

山や
ま

記（
年
代
記
）』に
は

本
登
山
道
に
道
者
が
集
中
し

た
と
の
記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

1
7
0
7
年
の
宝
永
噴
火

で
大
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、

翌
年
に
は
復
興
を
完
了
し
ま

し
た
。

　

浅
間
神
社
は
富
士
山
を
神

と
し
て
祀ま

つ

っ
た
も
の
で
、
富

士
山
本
宮
浅
間
大
社
は
最
も

早
く
成
立
し
、
全
国
の
浅
間

神
社
の
総
本
宮
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
山
宮
か
ら
現
在
地
に

移
転
後
、
登
拝
が
盛
ん
に
な

る
に
つ
れ
、
村
山
の
興こ

う

法ぼ
う

寺じ

と
と
も
に
大
宮
・
村
山
口
登

拝
道
の
基
点
に
な
り
ま
し

た
。「
絹
本
著
色
富
士
曼
荼

羅
図
」に
は
、湧わ

く

玉た
ま

池
で
垢こ

離り

（
禊み

そ
ぎ

）
を
と
り
、
富
士
山
に

登
る
道
者
の
姿
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。

  
富
士
山
の
文
化
的
価
値

　

富
士
山
は
そ
の
荘
厳
で
美
し
い
姿
か
ら
、
信
仰
の
対
象
に

な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
作
品
を
生
み
出
し
、
日
本
と
日
本

文
化
を
象
徴
す
る
名
山
と
し
て
の
世
界
的
な
地
位
を
確
立
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
富
士
山
は
世
界
文
化
遺
産

に
ふ
さ
わ
し
い
価
値
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

  

構
成
資
産
を
紹
介

　

富
士
山
の
文
化
的
価
値
を
証
明
す
る
の
が
、
周
囲
の
神
社

や
登
山
道
、
湖
な
ど
静
岡
・
山
梨
両
県
に
あ
る
25
件
の
構
成

資
産
で
す
。
こ
れ
ら
の
資
産
は
、
富
士
山
と
と
も
に
国
の
文

化
財
に
指
定
さ
れ
、
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
お
け

る
、
登
録
資
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
富
士
山
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
構
成
し
て
い
る

市
町
に
あ
る
11
の
構
成
資
産
を
紹
介
し
ま
す
。

富士山　世界文化遺産へ 
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須
山
浅
間
神
社
は
須
山
口

登
山
道
の
起
点
に
な
っ
た
神

社
で
、
江
戸
時
代
の
富
士
講

を
は
じ
め
富
士
山
頂
を
目
指

し
た
多
く
の
人
が
立
ち
寄
っ

た
場
所
で
す
。

　

拝
殿
手
前
右
側
に
あ
る
覆

い
屋
の
中
の
古ふ

る

宮み
や

と
呼
ば
れ

る
小こ

社も
り

は
1
6
1
1
年
に
建

立
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
境
内
の
樹
齢

4
0
0
〜
5
0
0
年
以
上
と

さ
れ
る
約
20
本
の
杉
の
巨
木

が
、
須
山
浅
間
神
社
の
歴
史

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

富
士
市
内
に
あ
る

富
士
山
に
関
連
す
る
文
化
財
を
紹
介

　

市
内
に
は
、
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
候
補
の
構
成
資

産
で
は
な
い
も
の
の
、
富
士
山
信
仰
や
富
士
登
山
の
拠
点
と

な
っ
た
歴
史
的
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

　

中
で
も
、
田
子
の
浦
の
海
か
ら
望
む
富
士
山
の
景
観
は
昔

か
ら
有
名
で
、海
抜
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
富
士
登
山
を
し
た
り
、

「
万
葉
集
」
に
も
詠う

た

わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

【
鈴
川
の
富
士
塚
】

富
士
登
山
の
安
全
祈
願
を
し
た
塚
（
鈴
川
西
町
13
）

　
　
　
　

{

山
の
安
全
を
祈
願
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
身
を
清
め

た
登
山
者
は
、
こ
の
塚
を
起
点
に
、
旧
吉
原
宿
か
ら
富
士
宮

市
村
山
浅
間
神
社
に
至
る
村
山
道
を
通
り
、
富
士
山
頂
を
目

指
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
鈴
川
の
富
士
塚
」は
、江
戸
時
代
中
期
以
降
に
関
東

地
方
を
中
心
に
隆
盛
し
た
富
士
講
（
江
戸
時
代
半
ば
ご
ろ
の

富
士
山
の
信
仰
集
団
）
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
多
く
の
富
士
塚

と
は
異
な
り
、
そ
れ
以
前
に
築
か
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
の
富
士
塚
は
、
昭
和
51
年
に
鈴
川
区
が
古
老
の
記
憶

に
従
っ
て
復
元
し
た
も
の
で
す
。

　

市
立
元
吉
原
中
学
校
の
西

約
2
0
0
メ
ー
ト
ル
の
場
所

に「
鈴
川
の
富
士
塚
」と
呼
ば

れ
る
小
高
い
丘
が
あ
り
ま
す
。

　

「
鈴
川
の
富
士
塚
」
は
、

江
戸
時
代
ご
ろ
富
士
登
山
の

前
に
身
の
け
が
れ
を
は
ら
う

場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
登
拝
者
は
、
海
岸

で
海
水
を
浴
び
て
心
身
の
け

が
れ
を
落
と
し
て
清
め
、
そ

の
際
浜
か
ら
玉
石
を
持
っ
て

き
て
砂
山
に
積
み
上
げ
、
登

　

村
山
は
、
富
士
山
に
お
け

る
修
験
道
の
中
心
地
で
あ
り
、

明
治
時
代
ま
で
興
法
寺
と
い

う
寺
院
が
あ
り
ま
し
た
。

　

鎌
倉
時
代
に
は
、
修
験
者

に
よ
り
寺
院
が
成
立
し
、「
絹

本
著
色
富
士
曼
荼
羅
図
」
が

描
か
れ
た
16
世
紀
に
は
、
修

験
者
や
道
者
が
集
ま
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
世
に
は
、
村
山
三さ

ん

坊ぼ
う

が

興
法
寺
や
大
宮
・
村
山
口
登

山
道
な
ど
を
管
理
し
ま
し
た
。

須
山
浅
間
神
社

須
山
口
登
山
道
の
起
点
（
裾
野
市
須
山
）

村
山
浅
間
神
社

修
験
道
の
中
心
地
（
富
士
宮
市
村
山
）

08 07

山
宮
浅
間
神
社

遥よ
う

拝は
い

所
か
ら
富
士
山
を
望
む
（
富
士
宮
市
山
宮
）

06

　

山
宮
浅
間
神
社
に
は
富
士

山
を
拝
む
た
め
の
遥
拝
所
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
古
い

富
士
山
祭さ

い

祀し

の
形
を
と
ど
め

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
遥
拝
所
の
周
囲
に

は
溶
岩
礫れ

き

を
用
い
た
石
塁
が

巡
っ
て
い
ま
す
。
遥
拝
所
内

部
に
は
、
祭
壇
や
祭
祀
列
席

者
の
座
席
と
考
え
ら
れ
る
石

列
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

浅
間
大
社
の
社
伝
に
よ
れ

ば
、
浅
間
大
社
の
前
身
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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富
士
山
の
湧
水
（
1
日
平

均
15
〜
16
万
立
方
メ
ー
ト

ル
）
が
約
1
2
0
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
っ
て
噴
出
し
、
数
百

条
の
白
糸
が
垂
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
。

　

富
士
講
関
連
の
文
書
に
よ

れ
ば
、
長
谷
川
角
行
が
「
人

穴
」
で
の
修
行
と
合
わ
せ
て

水
行
を
行
っ
た
地
と
さ
れ
、

富
士
講
信
者
を
中
心
に
人
々

の
巡
礼
・
修
行
の
場
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
絵
画
で
描

か
れ
る
な
ど
、
景
勝
地
と
し

て
も
有
名
で
す
。

白
糸
ノ
滝

国
の
名
勝
及
び
天
然
記
念
物（
富
士
宮
市
上
井
出
）

11

　

須
走
口
登
山
道
の
起
点
と

な
る
神
社
で
、
富
士
講
信
者

が
多
く
立
ち
寄
り
、
33
回
を

一
つ
の
区
切
り
と
す
る
登
拝

回
数
な
ど
の
記
念
碑
が
約
70

基
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

社
伝
に
よ
れ
ば
、
8
0
7

年
に
造
営
し
た
と
伝
え
ら
れ
、

1
7
0
7
年
の
宝
永
噴
火
で

は
大
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、

1
7
1
8
年
に
再
建
、
修
理

を
重
ね
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。「
御
鎮
座
千
二
百
年

記
念
資
料
館
」
が
併
設
さ
れ

て
い
ま
す
。

冨
士
浅
間
神
社
（
須
走
浅
間
神
社
）

須
走
口
登
山
道
の
起
点
（
小
山
町
須
走
）

09

人
穴
富
士
講
遺
跡

溶
岩
洞
穴
と
2
0
0
基
を
超
え
る
碑
塔
群（
富
士
宮
市
人
穴
）

10

　

人
穴
富
士
講
遺
跡
に
は
、

溶
岩
洞
穴
「
人
穴
」
と
富
士

講
講
員
が
建
立
し
た
2
0
0

基
を
超
え
る
碑
塔
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
富
士
講
の
開
祖
と

さ
れ
る
長
谷
川
角か

く

行ぎ
ょ
うは
、「
人

穴
」
に
こ
も
っ
て
修
行
し
、

こ
の
地
で
亡
く
な
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。「
人
穴
」
は

角
行
の
修
行
の
地
・
入に

ゅ
う
め
つ滅
の

地
と
し
て
信
仰
を
集
め
、
先

達
の
供
養
碑
や
記
念
碑
な
ど

の
碑
塔
を
建
立
す
る
こ
と
も

多
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

富士山　世界文化遺産へ 

【
山や

ま

部べ
の

赤あ
か

人ひ
と

の
万
葉
歌
碑
】

富
士
山
を
望
む
歌
（
ふ
じ
の
く
に
田
子
の
浦
み
な
と
公
園
）

　
　
　
　

■
山
部
宿す

く

禰ね

赤
人　

富
士
山
を
望
む
歌
一
首

　

天あ
め

地つ
ち

の　

分わ
か

れ
し
時
ゆ　

神か
ん

さ
び
て　

高
く
貴
き　

　

駿
河
な
る　

富
士
の
高
嶺ね

を

　

天
の
原　

降
り
さ
け
見
れ
ば　

渡
る
日
の　

影
も
隠
ら
ひ

　

照
る
月
の　

光
も
見
え
ず　

白
雲
も　

い
行
き
は
ば
か
り

　

時
じ
く
そ　

雪
は
降
り
け
る　

語
り
つ
ぎ　

　

言
ひ
継
ぎ
行
か
む　

富
士
の
高
嶺
は

■
反
歌

　

田
子
の
浦
ゆ　

う
ち
出
て
み
れ
ば　

ま
白
に
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
士
の
高
嶺
に　

雪
は
降
り
け
る

（
田
子
の
浦
を
通
っ
て
、広
々
と
し
た
と
こ
ろ
に
出
て
見
る
と
、

真
っ
白
に
富
士
の
高
嶺
に
雪
が
降
り
積
も
っ
て
い
る
こ
と
だ
）

　

こ
の
歌
は
、
赤
人
が
政
府
の
役
人
と
し
て
東
国
に
赴
く
道

す
が
ら
、
田
子
の
浦
を
通
っ
て
仰
ぎ
見
た
富
士
の
姿
が
余
り

に
も
雄
大
で
美
し
く
神
秘
的
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
印
象
を

詠
ん
だ
叙
景
歌
の
最
高
傑
作
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
富
士
市
内
の
文
化
財
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
　

文
化
振
興
課　

☎（
55
）2
8
7
5　

5（
53
）0
7
8
9

　

昭
和
61
年
に
田
子
の
浦
港

富
士
埠
頭
（
旧
フ
ェ
リ
ー
乗

り
場
）
に
建
て
ら
れ
た
こ
の

歌
碑
は
、
昨
年
3
月
に
県
が

建
設
し
た
「
ふ
じ
の
く
に
田

子
の
浦
み
な
と
公
園
」
に
移

設
さ
れ
ま
し
た
。
南
松
野
産

出
の
松
野
石
の
石
柱
8
本
を

富
士
山
型
に
配
し
、
奈
良
時

代
の
代
表
的
歌
人
で
あ
る
山

部
赤
人
が
詠う

た

っ
た
「
富
士
山

を
望
む
歌
」を
刻
ん
で
い
ま
す
。
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車道にあふれた自転車（JR富士駅南口の西側）

駐輪禁止の場所にとめられた自転車
（JR富士駅南口の階段下）

市営駐輪場の外の迷惑駐輪
（富士駅東駐輪場の西側の民地）

　
手
軽
で
便
利
な
乗
り
物
で
あ

る
自
転
車
。

　
あ
な
た
は
、
運
転
や
駐
輪
を

す
る
と
き
に
、
し
っ
か
り
と
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
い
ま
す
か
。

　
今
回
は
、
放
置
自
転
車
な
ど

を
規
制
す
る
た
め
に
、
市
で
新

し
く
制
定
さ
れ
た
条
例
の
内
容

と
、
J
R
富
士
駅
近
く
に
新
し

く
で
き
る
駐
輪
場
を
紹
介
し
ま

す
。

駐
輪
マ
ナ
ー
が
守
ら
れ
て
い
ま

せ
ん

　

市
内
で
は
、
近
く
に
市
営
の
自
転

車
駐
車
場（
駐
輪
場
）が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
と
め
て
は
い
け
な
い
場

所
に
自
転
車
な
ど
が
と
め
ら
れ
て
い

る
様
子
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
、
富
士
市
の
玄
関
口
で
あ
る

J
R
富
士
駅
周
辺
は
、
無
秩
序
に
駐

輪
さ
れ
た
自
転
車
が
多
く
、
歩
行
者

の
安
心
・
安
全
な
通
行
の
妨
げ
に
な

り
、
都
市
景
観
の
悪
化
も
招
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
市
は
、
Ｊ
Ｒ
富
士

駅
の
利
用
者
の
増
加
に
伴
い
、
駐
輪

場
を
設
置
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

歩
道
な
ど
へ
の
迷
惑
駐
輪
や
、
駐
輪

場
へ
の
自
転
車
の
放
棄
な
ど
が
、
今

も
続
い
て
い
ま
す
。

駐
輪
マ
ナ
ー
を
改
善
す
る
た
め
、

条
例
を
制
定

　

市
は
、
長
年
続
い
て
い
る
迷
惑
駐

輪
や
放
置
自
転
車
な
ど
の
状
況
を
改

善
す
る
た
め
、
現
地
調
査
や
近
隣
市

の
状
況
を
研
究
す
る
な
ど
、
検
討
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
平
成
24
年
10
〜

11
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制

度
に
よ
る
意
見
募
集
を
実
施
し
、「
富

士
市
自
転
車
等
の
放
置
の
防
止
に
関

す
る
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
条

例
は
7
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す

「
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
」を

指
定

　

こ
の
条
例
で
は
、
自
転
車
な
ど
の

放
置
に
よ
り
、
良
好
な
生
活
環
境
が

阻
害
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
公
共
の

場
所
を「
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
」

（
以
下
「
放
置
禁
止
区
域
」）
と
し
て

指
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
迷

惑
駐
輪
や
長
期
の
自
転
車
な
ど
の
放

置
が
年
々
多
く
な
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
富

士
駅
周
辺
が
放
置
禁
止
区
域
に
な
り

ま
す
。

「
放
置
禁
止
区
域
」
で
の
撤
去

　　

放
置
禁
止
区
域
で
は
、
自
転
車
な

ど
を
「
放
置
」
と
判
断
し
て
か
ら
2

日
後
に
撤
去
し
ま
す
。

※「
放
置
」…
自
転
車
な
ど
の
所
有
者

　

が
自
転
車
な
ど
か
ら
離
れ
て
い
て

　

直
ち
に
移
動
で
き
な
い
状
態
。

市
内
駐
輪
場
で
は
撤
去
ま
で
の

期
間
が
変
わ
り
ま
す

　

市
内
の
駐
輪
場
に
お
け
る
駐
輪
環

境
の
改
善
を
図
る
た
め
、「
富
士
市

自
転
車
駐
車
場
条
例
」
を
改
正
し
、

「
放
置
」
と
判
断
し
て
か
ら
7
日
で

警
告
を
行
い
、
さ
ら
に
7
日
経
過
し

た
時
点
で
撤
去
す
る
こ
と
で
、
自
転

車
な
ど
の
放
置
へ
の
対
応
を
迅
速
化

し
ま
す
。

 7月1日
       から

通行を妨げている歩道の迷惑駐輪
（JR富士駅北側の歩道）

、

。

通行を妨げている歩道の迷惑駐輪
（JR富士駅北側のアーケード）

〜
富
士
市
自
転
車
等
の
放
置
の
防
止
に
関
す
る
条
例
〜

放
置
自
転
車
を

　
　
　
規
制
し
ま
す
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ま
ず
は
放
置
し
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　い合わせ／問

②
放
置
自
転
車
な
ど
に
警
告
〜
撤
去

富士駅東第2駐輪場

自転車放置禁止区域図

富士駅東駐輪場

富士駅南地下駐輪場

富士駅南駐輪場

富士駅西駐輪場

JR富士駅

（7月1日から）

…自転車等放置禁止区域

放
置
自
転
車
の
処
理
の
流
れ

富
士
駅
東
第
2
駐
輪
場
が
で
き
ま
す

★
対
象
は
、
自
転
車
及
び
50　

未
満
の
原
動
機
付
自
転
車
で
す

③
市
が
車
体
番
号
な
ど

　
を
調
査
し
、
警
察
で

　
所
有
者
を
照
会

④
所
有
者
に
通
知

⑤
撤
去
・
保
管
費
用
を
納
入

　

自
転
車
な
ど
の
受
け
取
り
に
は
、
費
用

が
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
転
車
な
ど

の
移
動
・
保
管
に
か
か
る
費
用
の
一
部
で

す
。
保
管
場
所
で
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先

な
ど
を
聞
き
、納
入
書
を
渡
し
ま
す
の
で
、

費
用
を
金
融
機
関
で
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
自
転
車
／
1
台
2
0
0
0
円

■
原
動
機
付
自
転
車
／
1
台
3
0
0
0
円

命令書

cc

　

駐
輪
禁
止
の
場
所
に
駐
輪
し
て
あ
る
自
転

車
や
、
長
期
間
置
か
れ
た
ま
ま
の
自
転
車
な

ど
に
、
命
令
書
を
貼
付
し
ま
す
。
命
令
書
に

は
、
移
動
期
限
の
日
時
を
記
載
し
ま
す
。

　

ま
た
、
巡
回
の
係
員
が
、
自
転
車
の
特
徴

や
放
置
を
確
認
し
た
時
刻
と
場
所
、
移
動
す

る
期
限
の
日
時
を
記
録
し
、
期
限
ま
で
に
移

動
さ
れ
な
い
場
合
は
撤
去
・
保
管
し
ま
す
。

　

巡
回
の
係
員
が
、週
5
回
、

放
置
禁
止
区
域
や
駐
輪
場
を

巡
回
し
ま
す
。

　

所
有
者
に
引
取
通
知
書
を
郵
送
し
ま

す
。
所
有
者
は
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た

日
か
ら
60
日
以
内
に
、
保
管
場
所
で
あ

る
富
士
駅
東
第
2
駐
輪
場（
下
地
図
参
照
）に
直
接

お
越
し
く
だ
さ
い
。
車
体
を
確
認
し
ま
す
。

　

費
用
を
納
入
後
、
所
有
者
は
納
入
書

の
控
え
、
引
取
通
知
書
、
本
人
確
認
書

類
、
認
め
印
を
保
管
場
所
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
確
認
後
、
自
転
車
な
ど
を

返
却
し
ま
す
。

★
60
日
を
過
ぎ
て
も
所
有
者

　

か
ら
の
連
絡
が
な
い
場
合

　

は
、
売
却
・
廃
棄
し
ま
す
。

⑥
納
入
を
確
認
後
、
自
転
車
な
ど
を
返
還

①
放
置
禁
止
区
域
・
駐
輪
場
を
巡
回

警察署

市職員

警察署

市職員

警察署

￥ ,￥ ,
￥ , ￥ ,

￥ ,

引取通知書通
知
書

警察署

￥ ,￥ ,
￥ , ￥ ,

￥ ,

引取通知書通
知
書

警察署

市職員

警察署

市職員

　

迷
惑
駐
輪
や
放
置
自
転
車
な
ど
を
解
消
で
き

る
よ
う
、
新
し
く
駐
輪
場
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

利
用
開
始
日
／
7
月
1
日（
月
）（
予
定
）

　
　
　
　
　
　

6
時
〜
24
時
30
分

と
こ
ろ
／
旧
パ
ピ
ー
立
体
駐
車
場
1
階
部
分

　
　
　
　
（
出
入
り
は
南
側
の
道
路
か
ら
で
き
ま
す
）

使
用
料
／
無
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

収
容
台
数
／
2
0
0
台
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子どもができたら職業を
やめ、大きくなったら再
び職業を持つ方がよい
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方がよい
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市
は
、「
富
士
山
の
ふ
も
と
　
し
あ
わ
せ
を
実

感
で
き
る
ま
ち
　
ふ
じ
」
の
実
現
に
向
け
て
、

こ
と
し
3
月
に
新
し
い
成
長
戦
略
「
富
士
市
都

市
活
力
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

ビ
ジ
ョ
ン
の
最
上
位
目
標
は
、
元
気
よ
く
活

動
し
、
都
市
の
原
動
力
に
な
る
『
若
い
世
代
の

人
口
の
確
保
』
と
な
っ
て
い
ま
す
。
若
い
世
代

は
こ
れ
か
ら
の
市
に
何
を
求
め
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
？

　若い世代が望む富士市の
「重点的に行うべき取り組み」　

平成24年度富士市の都市活力再生
に向けたアンケート調査
（15～39歳対象）

1 位

2位

3位

安定した雇用の確保

大規模自然災害の対策

富士駅周辺等の商業地
の活性化 910 ポイント

992 ポイント

995 ポイント

平成21年度富士市男女共同参画に関する調査

全国的な考えと違うのはなぜ？

し
か
し
、一
度
仕
事
を
や
め
た
女
性
は
思
う
よ

う
に
再
就
職
で
き
な
い
厳
し
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

各
家
庭
に
よ
り
、
子
育
て
や
女
性
の
働
き
方

の
状
況
は
異
な
り
ま
す
。
性
別
だ
け
で
役
割
を

決
め
る
の
で
は
な
く
、「
仕
事
」
や
「
子
育
て
」、

「
家
庭
」
は
お
互
い
の
希
望
や
得
意
な
こ
と
を

生
か
し
て
、
最
良
の
方
法
を
考
え
て
い
く
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
な
ど
の
大
規
模
災
害
後
で
防

災
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
若
い

世
代
が
安
定
し
た
雇
用
を
強
く
望
ん
で
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
市
内
の
女
性
の
働
き
方
に
関
し
て

は
、
主
に
子
育
て
を
理
由
に
「
ず
っ
と
仕
事
を

続
け
ら
れ
な
い
・
続
け
な
い
」
と
い
っ
た
現
状

が
あ
り
ま
す
。

市は、男女共同参画週間に合わせ、「ポルタ　デ　サンカク（男女共同の入り口という意味）」
と題して、楽しい企画をフィランセ内で実施します。ぜひご参加ください。

と　　き　【6月】 会　場【フィランセ】 内　　　容

①

23日（日）

10:15～10:30
西館4階大ホール

富士市男女共同参画週間「ポルタ デ サンカク」 オープニ
ングセレモニー

② 10:30～12:00 杉山 直
ちょく
さん（フリーアナウンサー）による

「お父さんの読み聞かせ たのしい絵本の世界」

③ 13:30～15:30
西館3階団体研修室

みんなで語ろう!!
「女性史のこれまでとこれから」

④ 24日（月） 13:00～16:00 行列のできる講座・チラシのつくり方
講師／エセナおおた理事長　坂田 静香さん

⑤ 25日（火） 11:00～12:00 西館4階大ホール おぐ～んママブラスF
フ ジ
UJI♪オンステージ♪

⑥ 26日（水） 13:30～15:30

西館3階会議室 1

講演／わたしの思いを“かたち”にして遺
のこ
す

～自分らしく生きるために～
　遺言書って必要なの?相続できる人の範囲は?　など
講師／社会福祉士・介護支援専門員　本田 光子さん

⑦
28日（金）

10:00～12:00 女偏の漢字と現
な う
在　ナビゲーター／水野 桂子さん

⑧

13:30～15:30

講演／精神病とは　臨床科医の視点から
講師／大富士病院医局長　荻野 信さん

⑨
29日（土）

東館2階
ふくし体験室・学習室  

講演／心のいやし　-もう少しラクに生きてもいいのかな-
講師／臨床心理士　久保 伸年さん

⑩ 西館3階団体研修室 知っていますか?「富士市議会基本条例」
講師／富士市議会議員　笠井 浩さん

※⑨は資料代200円・筆記用具。
各イベントの詳細は、パンフレット（多文化・男女共同参画課またはフィランセ西館 3階男女

共同参画センターで配布）をごらんになるか、多文化・男女共同参画課へお問い合わせください。

6月23日から1週間は
「男女共同参画週間」 ポルタ　デ　サンカク

左
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
全
国
で
は
「
ず
っ

と
職
業
を
続
け
る
」
と
考
え
る
女
性
が
最
も
多

い
の
に
対
し
、
市
で
は
「
子
ど
も
が
で
き
た
ら

職
業
を
や
め
、
大
き
く
な
っ
た
ら
再
び
職
業
を

持
つ
方
が
よ
い
」と
考
え
る
女
性
が
最
も
多
く
、

子
育
て
を
女
性
の
役
割
と
考
え
る
傾
向
に
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

多
文
化
・
男
女
共
同
参
画
課

☎（
55
）2
7
2
4
　
5（
55
）2
8
6
4

Esi-danjo@
div.city.fuji.shizuoka.jp

【
問
い
合
わ
せ
】

男
女
共
同

参
画
週
間

特
集
！

若
い
世
代
の
考
え
方

と

ど
っ
ち
も
　

　
大
事
！

仕
事

子
育
て

「女性の働き方の理想」 （国との比較）



①
安
静

　
　

す
ぐ
に
涼
し
い
場
所
へ
移
動
さ
せ
、
衣

　

服
を
緩
め
、
安
静
に
寝
か
せ
る

②
冷
却

　
　

扇
風
機
や
う
ち
わ
な
ど
で
風
を
当
て
、

　

体
を
冷
や
す

③
水
分
・
塩
分
の
補
給

　
　

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
で
水
分
と
塩

　

分
を
補
給
す
る

※
自
力
で
水
を
飲
め
な
い
場
合
や
意
識
が
な

　
い
と
き
は
、
直
ち
に
救
急
車
を
要
請
し
ま

　
し
ょ
う
。

　
気
温
が
上
が
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
熱

中
症
の
発
生
が
最
も
多
く
な
り
ま
す
。
暑
さ

を
避
け
、
十
分
な
水
分
補
給
を
す
る
、
体
調

を
整
え
体
力
を
維
持
す
る
な
ど
の
適
切
な
予

防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
6
〜
9
月
の
間
に
、
熱
中
症
に
よ
る

救
急
搬
送
が
79
件
（
男
性
50
人
、女
性
29
人
）

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
38
件
が
屋
内
で
発

生
し
て
い
ま
す
。
屋
内
で
の
熱
中
症
に
も
注

意
が
必
要
で
す
。

　

　
　

暑
さ
に
対
す
る
抵
抗
力
は
人
に
よ
っ
て
異

　

な
り
ま
す

　
　

自
分
の
体
調
の
変
化
に
気
を
つ
け
、
温

　

度
調
整
を
す
る
な
ど
の
予
防
に
努
め
ま
し

　

ょ
う
。

　

高
齢
者
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す

　
　

市
内
で
は
、
熱
中
症
に
よ
り
搬
送
さ
れ

　

た
65
歳
以
上
の
割
合
が
45
％
と
高
く
な
っ

　

て
い
ま
す
。
高
齢
者
は
暑
さ
や
水
分
不
足

　

に
対
す
る
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
た

　

め
、
自
覚
が
な
く
熱
中
症
に
な
る
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
、

　

小
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

　

熱
中
症
予
防
を
呼
び
か
け
合
い
ま
し
ょ
う

　
　

一
人
一
人
が
周
囲
に
気
を
配
り
、
呼
び

　

か
け
合
う
こ
と
で
、
熱
中
症
の
発
生
を
防

　

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
、
高
齢
者
や

　

子
ど
も
は
、
周
囲
が
協
力
し
て
注
意
深
く

　

見
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

無
理
な
節
電
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
　

気
温
や
湿
度
の
高
い
日
に
は
、
無
理
な

　

節
電
を
せ
ず
、
適
度
に
扇
風
機
や
エ
ア
コ

　

ン
を
使
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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〜
熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に
は
〜

市内の熱中症による年齢別救急搬送人数
　　　　　　　　　（平成24年 6～ 9月）

　
市
は
、
食
育
推
進
計
画
「
富
士
山
お
む
す

び
計
画
」
を
策
定
し
、
食
育
を
推
進
し
て
い

ま
す
。　

　
毎
日
の
食
事
、
ひ
と
り
で
食
べ
る
こ
と
は

　
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

核
家
族
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化

な
ど
に
よ
っ
て
、
家
族
み
ん
な
が
集
ま
っ
て

食
事
を
す
る
機
会
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
食
べ
た
ら
お
い
し
い
ね
！

　

家
族
や
仲
間
と
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
食
べ
る
食
事
は
、
心
も
体
も
元
気

に
し
て
く
れ
ま
す
。

　

と
も
に
食
事
を
す
る
こ
と
を
「
共
き
ょ
う

食し
ょ
く」
と

言
い
ま
す
。「
共
食
」
に
は
、「
一
緒
に
食
べ

る
」
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、「
何
を
つ
く
ろ

う
か
？
」、「
お
い
し
か

っ
た
ね
」
と
話
し
合
う

こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
家
族
や
仲
間
と

一
緒
に
「
共
食
」
を
始

め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
／
保
健
医
療
課
　
食
育
推
進
室

　
　
　
1（
55
）2
8
8
4
   5（
53
）5
5
8
6

６
月
は

　

食
育
月
間

　
問
い
合
わ
せ
／
保
健
医
療
課
　

　

1（
55
）2
7
3
9

　

5（
53
）5
5
8
6

　

Eho-iryou@
div.city.fuji.shizuoka.jp

〜
毎
月
19
日
は
食
育
の
日
〜

熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

7歳以上
13歳未満
1人（1％）

13歳以上
18歳未満
5人（6％）

18歳以上
40歳未満
13人（16％）

40歳以上65歳未満
24人（30％）

65歳以上
75歳未満
14人（18％）

75歳以上
21人（27％）

1歳未満
1人（1％）

計79人

45%

「富士山おむすび
計画」キャラクター

　　　「むすびん」

市
内
の
発
生
状
況

※小数点以下第1位四捨五入

　
のため100％になりません。

熱
中
症
と
疑
わ
れ
る
人
を
み
か
け
た

ら
…

予
防
の
た
め
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
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、

　
　

月
14
日
に
行
わ
れ
た
「
第
18
回
富
士
の

　
　

茶
娘
ク
イ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
大

学
生
の
赤
澤
真
実
さ
ん
が
見
事
ク
イ
ー
ン
の

座
を
射
と
め
ま
し
た
。

　

お
茶
が
好
き
で
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
ジ
ュ
ー

ス
よ
り
も
お
茶
を
飲
ん
で
い
た
と
言
う
赤
澤

さ
ん
。
「
大
学
2
年
生
で
ア
メ
リ
カ
に
1
年

留
学
し
た
と
き
に
は
、
緑
茶
が
飲
み
た
く
て

母
に
水
出
し
茶
の
パ
ッ
ク
を
送
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
今
回
コ
ン
テ
ス
ト
が
あ
る
こ
と
を

母
か
ら
聞
き
、
大
好
き
な
お
茶
の
P
R
に
携

わ
り
た
い
と
い
う
思
い
で
応
募
し
ま
し
た
」

と
き
っ
か
け
を
話
し
ま
す
。

　

「
私
は
、
相
手
と
直
接
顔
を
合
わ
せ
て
お

茶
の
お
い
し
さ
を
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
大
学
生
と
い
う
こ
と
を
生
か

し
、
学
生
に
お
茶
を
試
飲
し
て
も
ら
っ
た
り

女
性
の
目
線
か
ら
、
お
茶
は
美
容
と
健
康
に

よ
い
こ
と
な
ど
を
伝
え
た
り
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
岩
本
山
公
園
周
辺
に
広
が
る
お
茶
畑

の
景
色
な
ど
、
飲
む
だ
け
で
は
な
く
、
見
て

楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
富
士
市
の
お
茶
の
魅

力
も
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
笑
顔
を

忘
れ
ず
に
茶
娘
の
皆
さ
ん
と
頑
張
り
ま
す
」

と
意
気
込
み
を
語
る
赤
澤
さ
ん
。
今
後
の
活

躍
が
楽
し
み
で
す
。

　
　

士
・
子
ど
も
の
本
を
学
ぶ
連
絡
会
は
、

　
　

市
内
各
地
区
で
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
活

動
を
す
る
団
体
・
個
人
が
所
属
し
、
月
1
回

の
定
例
会
の
ほ
か
、
第
1
日
曜
日
に
中
央
図

書
館
で
行
う
お
楽
し
み
会
や
年
に
1
度
の「
本

は
と
も
だ
ち
子
ど
も
ま
つ
り
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
「
連
絡
会
の
定
例
会
で
は
、
講
演
会
や
勉

強
会
を
行
い
、
意
見
や
情
報
交
換
の
中
で
お

互
い
を
高
め
合
い
、
連
携
を
深
め
て
い
ま
す

読
み
聞
か
せ
や
お
は
な
し
会
な
ど
は
本
を
手

に
取
る
き
っ
か
け
の
一
つ
で
す
。
一
人
で
も

多
く
の
子
ど
も
に
、
本
の
楽
し
さ
を
伝
え
る

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
か
ら
手
に
取

っ
て
読
ん
で
く
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
う
れ
し

い
で
す
ね
」
と
会
長
の
齊
藤
和か

ず

美み

さ
ん
（
岩

本
・
写
真
前
右
）
は
語
り
ま
す
。

　
「
各
地
区
で
行
っ
て
い
た
『
本
は
と
も
だ

ち
子
ど
も
ま
つ
り
』
は
こ
と
し
で
30
回
目
を

迎
え
ま
す
。
今
後
も
み
ん
な
で
お
互
い
に
学

び
合
い
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
に
本
の
よ
さ
を

伝
え
続
け
た
い
で
す
ね
」
と
活
動
へ
の
思
い

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

★
富
士
・
子
ど
も
の
本
を
学
ぶ
連
絡
会
に
興

　
味
の
あ
る
人
は
、
お
気
軽
に
中
央
図
書
館

　（
☎（
51
）4
9
4
6
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

第
18
代
富
士
の
茶
娘
ク
イ
ー
ン
に
輝

い
た赤

澤
　
真ま

な

実み

さ
ん              

　
　  
　
　
　
　
　
　（
中
央
町
3
）     

「
子
ど
も
の
心
に
読
書
の
灯
を
！
」を
合
い

言
葉
に
図
書
館
と
協
力
し
て
活
動
す
る

4富

「本はともだち子どもまつ
り」での読み聞かせ

第18代富士の茶娘の皆さ
ん（中央が赤澤さん）

諸星 亜
あ

里
り

奈
な

ちゃん（中野）
H24 . 8 . 27 生

「いつもパパとママに幸せ
いっぱいありがとう（^_^）」

HAPPY
PHOTO’S

我
が
家
の

　
ア
イ
ド
ル

まちかど　 ネットワークまちかど　 ネットワーク

山本 翔
しょう

喜
き

ちゃん（久沢）
H23 . 8 . 25 生

 「お風呂大好き翔くん。きょ 
 うもさっぱりしたね」

富
士
・
子
ど
も
の
本

を
学
ぶ
連
絡
会

。

と
も
し
び

★
我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
大
募
集
!!

　
あ
な
た
の
子
ど
も
の
写
真
と
コ
メ

ン
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ご
応
募
の
際
に
は
、

①
子
ど
も
の
写
真
（
顔
全
体
が
写
っ
て

　
い
る
横
写
真
）

②
子
ど
も
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
生
年

　
月
日

③
20
文
字
程
度
の
コ
メ
ン
ト

④
応
募
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

※
掲
載
の
際
に
広
報
広
聴
課
か
ら
連
絡

　
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
連
絡
が
と
れ

　
る
連
絡
先
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
広
報
広
聴
課
ま
で
。

1（
55
）2
7
0
0

　

5（
51
）1
4
5
6

Ekouhou@
div.city.fuji.shizuoka.jp
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お 知 ら せ

富士マリンプール 
オープン！

期間　6月29日～9月1日

○納入 期限　 6月30日A
（納入通知書は、 6月中旬に郵送します）
○口座振替日　 6月28日F

6月の水道料金・下水道使用料　お客様センター　155-2846

申し込み／直接、市指定金融機関の窓口へ
持 ち 物／通帳・印鑑（届印）・水栓番号（各
世帯配付の「使用水量等のお知らせ」に記載）

～納入は便利で確実な口座振替で～

※納入は2か月に 1度です（地区によって納入月が異なります）。

勤労者とその家族のための 
アニメ映画鑑賞会

商業労政課　155-2778
と　き／ 7月15日b  海の日　
   14:00上映開始
ところ／ラ・ホール富士 2階多目的
ホール
上映作品／「ロラックスおじさんの
秘密の種」
定　員／300人（先着順）
入場料／無料（整理券が必要）
申し込み／ 6 月23日aの10:00から
整理券を配布します。直接ラ・ホ
ール富士へ

母子家庭等医療費助成制度の
手続をしてください
子育て支援課　155-2738

対　象／次の要件すべてに該当する
家庭
★母子・父子家庭、両親のいない家
庭、配偶者に重度の障害（障害年
金 1級・障害者手帳 1級または 2
級の 1・ 2種）がある家庭のいず
れかの家庭
★20歳未満（ 7月 1日時点）の児童
を扶養していること
★申請者及び医療費の助成を受ける
者と同居している直系血族・兄弟
姉妹に対して、平成24年中の所得
に所得税が課せられていないこと
※ただし、課税となっている人でも、
扶養している児童の年齢、人数な
どにより、対象になる場合があり
ます。
手続方法／ 6月24～28日の8:45～
18:30に、市から郵送される申請書、 
印鑑、対象者全員分の健康保険証、
申請者名義の預金通帳を持参し、
子育て支援課へ（そのほかの書類
が必要になる場合があります）
※現在受給者証を持っている人は、
必ず手続をしてください。受給者
証を持っていない人でも、助成対
象と思われる場合はお問い合わせ
ください。

スズメバチの巣を駆除します

市民安全課　155-2750
市内の個人住宅にできたスズメバ
チの巣の駆除を、原則無料で実施し
ています。
スズメバチは特に毒性が強く、春
に巣をつくり始め、夏から秋にかけ
て大きくなるため、これからの時期
はより危険になります。スズメバチ
の巣を発見したら、早目にご連絡く
ださい。
申し込み／巣の位置を確認してから、 
直接または電話で市民安全課へ
※特殊な作業が必要な場合には、自
己負担が発生するこ
とがあります。
※事業所、店舗、畑、
林、賃貸住宅などは
対象になりません。

富士発・女
ひと

と男
ひと

のフォーラム 
～講演会「福島を忘れない」～
多文化・男女共同参画課　155-2724
と　き／ 7月 6日g　13:30～
ところ／フィランセ西館 3階第一会
議室

講　師／木村結
ゆい

さん
参加費／無料（当日直接会場へ）
※託児あり。 7月 3日dまでに、電
話でS

ス ダ チ

UDACHIの会　越
お

智
ち

　方へ。 
 1090-4185-8261

「だっくす食
く

ん太
た

くんN
ネ オ

EO」 
予約販売日程

廃棄物対策課　155-2769
7月の会場

と　き 地区まちづくりセンター
 3日d 15:00～17:00 元吉原 須津
13日g  9:00～11:00 伝法 富士北
17日d 15:00～17:00 大淵 丘
27日g  9:00～11:00 富士川 富士南
※販売日前日の12:00までに、電話ま
たはFAXで廃棄物対策課へ申し込
んでください。 551-0522

青島広
ひろ

志
し

の 
「夏休みにとっておきの曲！」
りぷす富士（富士市交流プラザ）　165-5523
と　き／ 8月11日a　13:30開演
ところ／富士市交流プラザ 2階多目
的ホール

出演者／青島広志さん（お話とピアノ
演奏）、小野勉さん（テノール歌手）
対　象／一般親子（全席自由席）
入場料／500円
申し込み／ 6月20日eの9:00から前
売り券を販売します。直接、富士
市交流プラザ、ラ・ホール富士、
富士川ふれあいホールへ

富士川ふれあいホール映画会

りぷす富士（富士川ふれあいホール）　181-2333
と　き／ 8月 3日g　14:00上映開始
ところ／富士川ふれあいホール 1階
ホール

上映作品／「マダガスカル 3」
定　員／480人（先着順）
入場料／無料（整理券が必要）
申し込み／ 6月21日fの9:00から整
理券を配布（ 1家族 4枚まで）し
ます。直接、富士川ふれあいホー
ル、富士市交流プラザ、ラ・ホー
ル富士へ

臨時無料電話法律相談 
「女性の権利110番」

多文化・男女共同参画課　155-2724
離婚・育児・金銭・雇用・労働環
境に関する悩みなど、女性が生活す
る上で出会う法律問題について、弁
護士が幅広く相談に応じます。
と　き／ 6月29日g　10:00～16:00
電話番号／ 静岡：1054-272-1341 

沼津：1055-933-2247 
浜松：1053-454-9871

問い合わせ／静岡県弁護士会
 1054-252-0008
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募 　 集
日本版デュアルシステム訓練 
「電気技術科」9期生

取得資格／電気主任技術者（第 3
種）、電気工事士（第 1種・第 2
種）など

訓練期間／10月～平成27年 9月
応募資格／概ね40歳以下の人で高
等学校を卒業している人（同等
以上の学力を有すると認められ
る人）

募集定員／15人
募集期間／Ａ日程： 7月 1～23日 
Ｂ日程： 8月 5日～ 9月11日
試験日／Ａ日程： 8月 1日e　Ｂ
日程： 9月20日f
申し込み・問い合わせ／浜松職業
能力開発短期大学校学務援助課 
 1053-441-4444

お 知 ら せ
「富士ばやし」・「FUJIサンバ」

おどり練習会
観光課　155-2777

と　き／① 7月 1日b　② 7月10日
d ③ 7月19日f 各19:00～21:00
ところ／ラ・ホール富士多目的ホール
申し込み／当日直接会場へ

自衛隊採用制度説明会

市民課　155-2746
と　き／ 6月22日g　10:00～15:00
ところ／今泉まちづくりセンター
申し込み／当日直接会場へ
問い合わせ／自衛隊富士地域事務所　 
 151-1719

抱えた悩み話してみませんか？ 
こころとくらしの悩み 無料相談会

健康対策課　164-8993
と　き／ 7月20日g　13:00～16:00
ところ／フィランセ西館
相談内容／人間関係・仕事・借金・相
続・成年後見・健康に関する悩み
など
相談員／臨床心理士、司法書士、保
健師など
申し込み／ 6月20日eから受け付け
ます。電話で健康対策課へ

緊急風しん対策 
～ワクチン費用を一部助成します～

健康対策課　164-8992
対　象／市内在住で、①妊娠を希望
する女性（妊娠中の人、妊娠の可
能性がある人は除く）②妊婦の夫

※過去に風しんにかかったことがあ
る人、または風しん及びＭＲ(麻
しん・風しん）ワクチン、ＭＭＲ
ワクチンの予防接種を合わせて 2
回接種した人は除きます。助成は
各 1回です。

助成期間／ 6月 1日～平成26年 3月
31日

助成額／ 風しんワクチン：4,000円 
ＭＲワクチン：5,000円

※それぞれ接種料金から助成額を差
し引いた金額を、医療機関で支払
ってください。
★実施医療機関については、市ウェ
ブサイトに掲載します。
★女性が接種した場合、接種後 2か
月は避妊する必要があります。
※ 4月1日～ 5月31日に接種した人
は、接種費用の一部を還付します
ので、領収書の原本、接種したこ
とがわかるもの、印鑑、振込先の
口座がわかるものを健康対策課へ
持参してください。

ロゼこどもサマーフェスティバル

ロゼシアター　160-2500
①ホール探検隊　②スタンプラリー
③さかなクンのギョギョッとびっく　　　　　
　りお魚教室（講演会）
と　き／① 7月25日e　14:00～、 7
月26日f　10:00～、14:00～　計 3
回　② 7月31日d　10:00～13:30　
③ 8月 3日g　11:00～、14:00～

ところ／ロゼシアター各会場
参加費／①②は無料、③は1,000円
（全席指定、 3歳未満無料）

申し込み／① 6 月25日cの10:00か
ら電話で②当日直接ロゼシアター
へ　③ 6月20日eの10:00から販売

※対象や定員など詳しくは、直接ロゼ
シアターに問い合わせるか、ロゼシ

　アターウェブサイトをごらんくださ
い。 Bhttp://rose-theatre.jp

キンボールスポーツ指導者 
養成講習会

スポーツ振興課　155-2876
と　き／ 7月21日a　 
リーダー：10:00～12:00　 
マスター・レフリー：13:00～17:00
ところ／市立富士体育館
受講料／500円（保険料含む）
持ち物／運動のできる服装、体育館
シューズ、筆記用具
申し込み／ 7月12日fまでに、市ウ
ェブサイト・モバイルサイトで電
子申請するか、往復はがきに住所、
氏
ふ り

名
が な

、年齢、電話番号を記入し、
〒417-8601　富士市教育委員会ス
ポーツ振興課へ
※区分や定員など、詳しくはスポーツ
振興課へお問い合わせください。
※資格取得には、別途費用がかかります。

放課後や学校休業日に児童と一緒に過ごす 
放課後児童クラブ指導員

子育て支援課　155-2731
勤務地／須津児童クラブ（須津小学校区）
定　員／ 3人
勤務時間／平日13:00～18:00のうち
4時間程度

対　象／須津地区在住で、保育士・
幼稚園・小学校教諭などの資格を
持つ人
申し込み・問い合わせ／須津児童ク
ラブ 134-4111（平日13:00～18:00）

七夕飾りの短冊を展示します

りぷす富士（公園事業課）155-3553
展示期間／ 6月22日～ 7月 7日
参加方法／富士西公園、中央公園、
ラ・ホール富士、富士市交流プラ
ザ、富士川ふれあいホール、温水
プール、市立富士体育館、市立富
士川体育館で短冊に記入、展示
※上記の場所に直接お越しください。

放送大学10月生

社会教育課　155-2873
放送大学はテレビなどの放送やイ
ンターネットを通して授業を行う通
信制の大学です。平成25年度第 2学
期（10月入学）の学生を募集します。
出願期間／ 8月31日gまで
問い合わせ／放送大学静岡学習セン
ター 1055-989-1253

夜間納税相談
6月25日C 17:15～19:00

収納課　155-2730
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日程 Ａ日程 中央病院採用 Ｂ日程

試験予定
職種

一般事務職（一般採用　大学
卒、自己アピール採用、身体
障害者採用）、土木技術職、福
祉施設保育士（一般採用、経験
者採用）、幼稚園教諭（一般採
用、経験者採用）、福祉施設指
導員、消防職（大学卒）

看護師、助産師、
臨床検査技師、
臨床工学技士、
理学療法士、言
語聴覚士

一般事務職（一
般採用　短大卒
・高校卒）、消防
職（短大卒・高
校卒）

第一次試験日 7月28日a 10月20日a

申込受付期間 6月20日～ 
7月 3日（必着）

6月17日～ 
7月16日（必着）

9月 2～17日 
（必着）

各日程の詳しい内容については、 6月上旬に市ウェブサイトで公表する
ほか、広報ふじ 6月20日号でも改めてお知らせします。
試験案内、申込書などは、 6月中旬から市役所 8階人事課、中央病院病

院総務課、各地区まちづくりセンターで配布します（市ウェブサイトでダ
ウンロード可）。

問い合わせ　人事課　155-2711　553-6669　Ejinji@div.city.fuji.shizuoka.jp

平成25年度実施 富士市職員採用試験第一次試験日程などのお知らせ

災害時の医療救護所看護師等

保健医療課　155-2739
業務内容／大災害時に発災から4日間
程度開設する医療救護所での、トリ
アージ及び応急治療の補助など

応募資格／看護師、準看護師などの資
格を持つ人で、市内在住・在勤の人
申し込み／随時受け付けています。
「医療救護所看護師等登録票」（保
健医療課で配布、市ウェブサイト
でダウンロード可）に必要事項を
記入し、保健医療課へ
※詳細は市ウェブサイトをごらんください。

第47回 
富士市民水泳競技大会参加者

スポーツ振興課　155-2876
と　き／ 8月 4日a　開場8:00
ところ／県富士水泳場
対　象／市内在住・在学・在勤の人、
市内水泳施設利用者

種　目／自由形、平泳ぎ、背泳ぎ、 
バタフライ（小学 1～ 4年生各50 
m、小学 5・ 6年生各50・100mと 
200m個人メドレー、中学生～高校 
生各50・100・200mと200m個人メ 
ドレー、一般50m）

参加費／個人は 1種目200円、リレー
は 1種目500円

申し込み／ 7月 8日b（消印有効）
までに、申込用紙（スポーツ振興課
・温水プール・県富士水泳場ほか
で配布）に必要事項を記入し、直接
または郵送で、〒417-8601　富士
市教育委員会スポーツ振興課へ

第 2回 富士市民グラウンドゴルフ大会

スポーツ振興課　153-6045
と　き／ 7月 3日d　集合8:00
※雨天の場合は 7月 5日f。
ところ／富士川緑地ソフトボール場
対　象／市内在住の人
参加費／500円（保険料含む）
申し込み・問い合わせ／ 6月19日d

までに、電話またはFAXで、富士市
グラウンドゴルフ協会　木村　方へ
 1090-4210-7259　563-5995

公共の空き地でコスモスの 
里づくりをしてみませんか

みどりの課　155-2793
花いっぱい事業の一環として、コ
スモスの種を無料で配布します。
申し込み／ 7月12日f（必着）まで
に、はがきまたはFAXに住所、氏

ふり

名
が な

、電話番号、種をまく場所、面
積を記入し、〒417-8601　富士市
役所みどりの課へ 553-2772

ぜん息キャンプ参加者（無料）

保健医療課　155-2739
と　き／ 8月 6～ 9日 3泊 4日
ところ／富士ミルクランド（富士宮市）
内　容／医師・保健師による健康教
室やアウトドア体験など
対　象／市内在住の気管支ぜん息の
小学 4～ 6年生
定　員／25人（応募者多数の場合抽
せん）
申し込み／ 7月 1日b（必着）まで
に、電話または、はがきに郵便番
号、住所、児童名、学年、電話番号、
保護者名を記入し、〒417-8601　
富士市役所保健医療課へ

市営住宅上堀団地 
（シルバーハウジング）入居者

住宅政策課　155-2817
募集団地／上堀団地A棟203号室（松
岡2400-11）
間取り／ 2 DK（ 6畳、 6畳、DK）
家　賃／ 1万8,800～ 3万6,900円
※入居する人の世帯所得によります。
※共益費、駐車場使用料、緊急通報
システムなどの経費は含みません。
敷　金／家賃の 3か月分
資　格／60歳以上の単身世帯、夫婦
双方またはいずれかが60歳以上の
世帯、収入が基準以下の世帯など
申し込み／ 6月20～28日の8:30～
17:15（土・日曜日は除く）に、直
接住宅政策課へ

60歳以上の退職された人へ
年金に関する重要なお知らせを

確実に送付するため、住所や氏名
を変更したときは、富士年金事務
所へ届け出をお願いします。
問い合わせ／富士年金事務所　
 161-1900 
　　　　　ねんきんダイヤル 
 10570-05-1165

富士山の自然保護と渋滞のない
安全で快適な登山を目的に、マイ
カー規制を実施します。
規制期間中はマイカーの通行が
できません。有料の乗換駐車場（駐
車料金は 1台当たり1,000円）を利
用し、有料のシャトルバス・タク
シーに乗りかえてください。
規制期間／
●富士宮口（富士山スカイライン　
　登山区間）
7月12日～ 9月 1日

●須走口（ふじあざみライン）
7月12～15日、7月19～21日、
7月26～28日、8月 2～25日、
8月30日～ 9月 1日

※各期間とも、開始・終了時刻は
17:00です。
問い合わせ／県道路企画課 
 1054-221-3359
Bhttp://www.pref.shizuoka.jp/
kensetsu/ke-210/fujisan/

富士山の夏期マイカー規制
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講座・教室

認知症・介護予防等情報 2 か月に一度、掲載しています。

‥‥‥認知症高齢者徘徊探索事業のおしらせ‥‥‥
徘
はい

徊
かい

などにより認知症高齢者の
行方がわからなくなったときに、
GPSで現在位置を確認できる装置
を市が有償で貸し出しています。
徘徊してしまう人の安全を確保

するとともに、介護する家族の負
担を軽減します。
対　象／認知症高齢者と同居して
介護している人

内　容／徘徊探索装置の貸与

利用料／
初期費用 基本料（500

円／月など）
情報提供料
（200円／回）

市民税 
課税世帯 市負担

自己負担
自己負担市民税非

課税世帯 市負担

※詳しくは、介護保険課へお問い
　合わせください。
【問い合わせ】介護保険課　155-2767

看護師など再就業準備講習会（無料）

保健医療課　155-2739
看護師などの資格を持ち、現在就
業していない人に、最近の看護現場
の様子や看護の基礎知識と技術を紹
介します。
と　き／ 7月24～26日の 3日間　
9:00～16:00
ところ／中央病院
対　象／看護職免許保有者
定　員／20人（先着順）
申し込み・問い合わせ／ 7月11日e

までに、電話またはFAX・Eメー
ルで、静岡県ナースセンター東部
支所へ 1・5055-920-2088 
 Enumazu@nurse-center.net
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国
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（国
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籍
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定
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　員
いん

／40人
に ん

程
て い

度
ど

申
もう

し込
こ

み／ 6月
が つ

30日
に ち

a
に ち

までに、直
ちょく

接
せ つ

または電
でん

話
わ

・FAX・Eメ
め

ー
ー

ル
る

で富
ふ

士
じ

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

ラ
ら

ウ
う

ン
ん

ジ
じ

F
ふ ぃ す

ILS（富
ふ

士
じ

市
し

交
こ う

流
りゅう

プ
ぷ

ラ
ら

ザ
ざ

内
な い

）へ 164-6400　
 564-6404 
 Efils@div.city.fuji.shizuoka.jp

一
いっ

閑
かん

張
ばり

入門

市立博物館　121-3380
と　き／ 7月12・19・26日　各金曜
日　午前の部　9:30～11:30　午後
の部　13:30～15:30　各計 3回
ところ／市立博物館染色室
内　容／竹籠

かご

に和紙を貼り重ね、柿
渋を塗り重ねる「一閑張」の体験
対　象／18歳以上で3回とも出席で
きる人
定　員／午前の部・午後の部とも各
15人（先着順）
参加料／1,500円 
持ち物／筆記用具、茶わん、ふたつ
きの空き瓶、目打ち、汚れてもよ
いエプロン、タオル 
申し込み／ 6月23日aの9:00から受
け付けます。直接または電話で市
立博物館へ
※直接申し込みの人を優先します。

富士川ふれあいホール 
韓国語教室

りぷす富士（富士川ふれあいホール）　181-2333
と　き／ 7月17日～10月2日の毎週
水曜日　19:00～20:30　計10回

定　員／20人（応募者多数の場合抽
せん）

受講料／5,000円（テキスト代含む）
申し込み／ 6月30日～ 7月 7日（必
着）に、直接または、はがき・FAX
に住所、氏

ふり

名
が な

、年齢、生年月日、自宅
・携帯電話番号を記入し、〒421-
3305　岩淵855-39　富士川ふれあ
いホールへ 581-0203

3か月でマイナス 3キロ 
チャレンジ教室
健康対策課　164-8993

と　き／ 7月 7日a　10:00～13:00、 
8月11日a・10月 6日a　10:00
～12:00　計 3回
ところ／フィランセ西館 4階大ホール
対　象／40～64歳で体重やお腹周り
を減らしたい人
定　員／30人（応募者多数の場合抽せん）
※3人1組での参加大歓迎です。
受講料／450円（ 1日目の昼食代）
申し込み／ 7月 1日bまでに、電話
で健康対策課へ

手すき和紙体験 
造形的なランプシェードづくり

市立博物館　121-3380
と　き／ 7月 7日（製作）、14日（仕上
げ） 各日曜日　9:00～12:00　計 2
回

ところ／市立博物館実習室
対　象／小学生以上（低学年は保護
者同伴）

定　員／15人（先着順）
参加費／1,000円
持ち物／エプロン、タオル
申し込み／ 6月20日eの9:00から受
け付けます。直接または電話で市
立博物館へ

女性ネットワーク・富士 
第47回　富士市夏期大学

多文化・男女共同参画課　155-2724
と　き／ 7月 7日a 12:30～（12:00
開場）
ところ／ロゼシアター中ホール
内　容／記念式典、C

チ ア ー ズ

HEERS F
フ ァ ク ト リ ー

ACTORY
による演技、ピーター・フランク
ルさん（数学者・大
道芸人）による講演
「女

ひと

と男
ひと

の人生を楽
しくする方程式」

受講料／700円
申し込み／受講料を持参し、 7月 5
日fまでに、多文化・男女共同参
画課、または 7月 6日gまでにロ
ゼシアターへ

暮らし何でも相談
消費生活、家庭・労働・年金問 
題、法律関係、多重債務など、暮
らしの中の悩みごと相談を受け付
けます。
受付時間／平日　9:00～17:00
相談受付ダイヤル／ 
ライフサポートセンター岳南事務所

151-3715
※原則無料ですが、専門家を紹介
する場合、別途料金がかかるこ
とがあります。
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★ひきこもり・不登校・就労・進
路などの悩みに関する合同相談
会（無料）
と　き／8月24日g 13:00～15:00
ところ／富士駅南まちづくりセン
ター
内　容／就労、ニート、ひきこも
り、不登校、発達障害、学習の
遅れ、進路の相談など
申し込み／当日直接会場へ
問い合わせ／県教育委員会社会教
育課 1054-221-3160

市民れんらく版

9日A たむらレディースクリニック 65-7777 米之宮町 長 野 医 院 60-7100 柚 木 田中耳鼻咽喉科医院 9
（055）
75-0226 三島市 久保寺接骨院 85-3916 北松野

16日A 中島産婦人科医院 51-4188 青島町 加藤医院吉原分院 57-3000 中央町1 つりた耳鼻咽喉科クリニック 9
（055）
27-3387 沼津市 駅南望月整骨院 61-3405 横割本町

23日A 富士レディースクリニック 21-1111 富士見台 なかがわ眼科 2
（0544）
9-6000 富士宮市 善得クリニック 51-8733 今泉 5 清 接 骨 院 71-3177 入山瀬2

30日A 長谷川産婦人科医院 53-7575 吉原5 朝岡眼科医院 52-0745 今泉 3 さわだの森耳鼻咽喉科クリニック 9
（055）
29-8787 沼津市 下 村 接 骨 院 35-3663 大 淵

と　

き

6月の接骨師会
休日当直当番

眼
が ん

科
か Ophthalmology
Oftalmolagia

9:00～17:00
耳
じ

 鼻
び

 科
か Otorhinolaryngology
Otorrinolaringologia

8:00～17:00
産
さ ん

婦
ふ

人
じ ん

科
か Gynecology＆Obstetrics
Gineco-Obstetrica

8:00～翌8:00
柔
じゅう

道
ど う

整
せ い

復
ふ く Bonesetter

Clinica de osteopatia

9:00～17:00

内
な い

科
か

・小
しょう

児
に

科
か

・外
げ

科
か Internal Medicine/Pediatrics/Surgery

Clinica Geral/Pediatria/Cirurgias

歯科医師会館　153-5555
　　　　　　　伝法2850-3
日曜日・祝休日 9:00～12:00
　　　　　　  13:00～16:00

歯
し

　科
か Dentistry

Dentistas

Emergency Hospitals
Hospitais de emergencia

救 急
救急医療センター　151-0099　津田217-2
平日19:00～翌8:00　土曜日14:00～翌8:00　日曜日・祝休日 9:00～翌8:00
〈診療上の注意〉必ず保険証を持参してください。緊急性により診察順が変わり、投
薬は 1日分です。子どもが受診する場合は、早目の時間帯にお越しください。

Available Hospitals in the Holiday
Pronto Socorro em  atendimento fim de semana e feriados6月の休日当直医 救急当直医案内

151-9999

●●世論調査にご協力を●●
「ごみの減量化とリサイクル推進」 
・「青少年の健全育成」
※無作為に抽出された3,000人の
皆さんに、 6月中旬に調査票を
郵送します。なお、この調査の
結果の概要は、広報ふじ11月20
日号に掲載する予定です。
広報広聴課　155-2736

第 2回　ガーデニングにチャレンジ 
～鉢植えレモンにチャレンジ！～
りぷす富士（公園事業課）　155-3553
と　き／ 7月13日g 
午前の部　10:00～11:30 
午後の部　13:30～15:00

ところ／富士西公園公園センター
内　容／鉢植えレモンの育て方・管
理方法を学ぶ

講　師／土屋勝さん（花咲くしずお
かアドバイザー、SBS学

がく

苑
え ん

講師）
対　象／市内在住・在勤の人
定　員／各20人（応募者多数の場合
抽せん）

※当選した人にのみ案内はがきを送付。
受講料／1,900円（材料費含む）
申し込み／ 6月24～30日（必着）に、
はがき・FAX・Eメールに、氏

ふり

名
が な

、年 
齢、電話番号、午前・午後のいず
れかの時間帯を記入して、〒417-
0055　永田町 2 -112　りぷす富士
公園事業課へ 557-0180 
 Epark@fuji-kousya.jp

レッツ・エンジョイ ラジオ体操 
(ラジオ体操指導者講習会)(無料)

スポーツ振興課　155-2722
と　き／ 7月12日f　19:00～20:30
ところ／市立富士体育館
対　象／市内在住・在勤の小学 6年
生、子ども会役員、スポーツ少年
団役員、教職員、企業担当者ほか
持ち物／体育館シューズ、タオル、
飲み物など
申し込み・問い合わせ／ 6月25日c

までに、各団体で参加人数の取り
まとめをし、〒416-0944 横割4-4-
27-101　富士市スポーツ推進委員
会　古

ふる

谷
や

　方へ 
 1080-3662-6085　564-3805 
 Eqqme8qzr9@forest.ocn.ne.jp
※電話は19:00以降にお願いします。

健康ふじ21推進地区講演会（無料）

健康対策課　164-8993
①～母や娘にもきいてほしい～
　子宮がん予防対策　最新情報
と　き／ 6月19日d　19:00～20:30
ところ／元吉原まちづくりセンター
講　師／長谷川進さん（長谷川産婦
人科医院医師）
②あなたもバランス美人 !! ちょうど
いい食事のとり方
と　き／ 6月28日f　19:00～20:30
ところ／岩松北まちづくりセンター
講　師／健康対策課管理栄養士
※希望者は、みそ汁の塩分濃度を測
定しますので、50cc程度持参して
ください。
③本当は怖い慢性腎臓病（ＣＫＤ）
～忍び寄る影を見落とさないため
に～
と　き／ 7月 1日b　19:00～20:30
ところ／田子浦まちづくりセンター
講　師／山田秀

ひで

生
お

さん（山田医院医師）
④食べる楽しみいつまでも～歯の健
康について～
と　き／ 7月 7日a　10:00～11:30
ところ／原田まちづくりセンター
講　師／米山規

のり

子
こ

さん（よねやま歯
科医師）
※①～④とも、当日直接会場へお越
しください。

ひざ痛・腰痛予防教室（無料）

高齢者介護支援課　155-2951
と　き／ 7月 3日～10月 2日の原則
毎週水曜日 13:30～15:00 計12回

ところ／須津まちづくりセンター
内　容／体操、ストレッチなど
対　象／ひざ痛・腰痛が気になる65
歳以上の人（医療機関受診中の人
は、主治医から運動実施の許可が
必要）

定　員／35人（応募者多数の場合抽せん）
持ち物／一人用マット、タオル、飲
み物など

申し込み／ 6月26日dまでに、電話
で高齢者介護支援課へ

6月の教育委員会会議
6月定例会を開催します

（どなたでも傍聴できます）
と　き／ 6月17日b　14:30～
ところ／吉永第二小学校音楽室
 教育総務課 155-2865
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8:30～19:00
受付時間

問い合わせは

8:30～19:00
受付時間

問い合わせは

8:30～19:00
受付時間

問い合わせは

8:30～19:00
受付時間

問い合わせは人　口　259,231人  （前月比－108）
　　男　128,255人  （－106）　
　　女　130,976人  （－2）
世　帯　99,542世帯（ + 132） 5月 1 日現在
編集・発行　富士市総務部広報広聴課
〒417-8601　静岡県富士市永田町1-100

☎0545-51-0123 50545-51-1456

　先日、富士山の世界文化遺産登
録を目前に控え、市役所の屋上を期
間限定で一般開放し、その間多く
の皆さんに眺望を楽しんでいただき
ました。一部の時間帯を除き、地上
から約40メートルの高い位置から富
士山の全景を見ることができました。

今回の特集で紹介したとおり、富士
山域をはじめとする構成資産が世界
文化遺産登録候補になっています。
その富士山を麓から間近に眺められ
ることは、大きな財産だと思います。
間もなく訪れる正式登録の瞬間を期
待して待ちましょう。（あ）

緑地公園ができるまで
を見てきた
大石　安

やす

彦
ひこ

さん
（五貫島）

み
ん
な
が
集
い
、
楽
し
む
緑
地
公
園
へ

　

富
士
川
は
、
昭
和
23
年
ご
ろ
ま
で
、
現
在
の

緑
地
公
園
東
側
の
堤
防
付
近
を
流
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
川
の
流
れ
が
自
然
と
西
側
に
移

り
、
あ
た
り
一
面
が
砂
利
や
芝
、
ア
シ
で
覆
わ

れ
た
河
原
に
な
っ
た
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
ス

イ
カ
を
植
え
た
り
、
河
原
に
産
卵
し
た
鳥
の
卵

拾
い
を
し
て
遊
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
よ
。

　

昭
和
46
年
、
生
活
環
境
の
保
全
の
た
め
、
田

子
の
浦
港
の
ヘ
ド
ロ
処
理
が
始
ま
り
、
富
士
川

河
川
敷
で
脱
水
処
理
を
行
い
、
埋
め
立
て
て
公

園
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
港
か
ら
河

川
敷
の
処
理
場
ま
で
、
約
6
・
5
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
鉄
パ
イ
プ
を
通
し
て
ヘ
ド
ロ
を
運
び
、
住

民
は
、
河
原
沿
い
の
堤
防
の
上
か
ら
そ
の
様
子

を
眺
め
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
三
四
軒
屋
区
の

役
員
だ
っ
た
私
は
、
安
全
に
工
事
が
終
わ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
49
年
7
月
、
富
士
川
緑
地
が
完
成
。
当

初
、
公
園
の
南
側
一
部
は
区
で
管
理
し
、
凧た

こ

揚

げ
や
運
動
会
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
が
行
わ
れ
、
た

く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
そ

の
後
、
富
士
南
地
区
な
ど
が
管
理
す
る
よ
う
に

な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会
な
ど
も
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
人
で
に

ぎ
わ
う
公
園
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

現在

富士川ヘドロ処理
昭和47年 5 月18日
（富士川緑地）


